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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第116期

中間連結会計期間
第117期

中間連結会計期間
第116期

会計期間

自2024年
　４月１日
至2024年
　９月30日

自2025年
　４月１日
至2025年
　９月30日

自2024年
　４月１日
至2025年
　３月31日

売上高 （千円） 14,915,727 15,526,836 29,430,148

経常利益 （千円） 156,135 497,907 88,982

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（千円） 107,080 383,654 237,038

中間包括利益又は包括利益 （千円） 70,010 1,337,682 71,031

純資産額 （千円） 21,590,117 22,279,665 21,018,312

総資産額 （千円） 37,067,403 38,669,776 37,810,318

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 10.15 40.01 23.12

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 55.6 55.2 53.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,087,416 979,943 △319,186

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △185,316 △342,529 △1,110,926

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △373,166 △997,389 513,647

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 5,594,446 5,961,501 6,321,548

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

２【事業の内容】

　当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。

　また、主要な関係会社における異動は以下のとおりであります。

　当中間連結会計期間より、当社の関連会社である株式会社ネスコは重要性が増したため、持分法適用の範囲に含め

ております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　a. 経営成績

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、米国の関税政策の動向により輸出関連企業を中心に企業収益の下押

し圧力が高まるなど、依然として不透明な状況が続いております。一方で人手不足を背景とした賃上げの継続か

ら、雇用・所得環境が改善し、景気は緩やかに持ち直してまいりました。

　そのような状況下、当社グループでは昨年譲り受けた保護フィルム事業の早期立ち上げと価格転嫁の推進に注力

し、収益確保に努めてまいりました。

　その結果、当社グループの経営成績は、売上高155億26百万円(前年同期比4.1％増)、営業利益３億85百万円(前

年同期比296.9％増)、経常利益４億97百万円(前年同期比218.9％増)、親会社株主に帰属する中間純利益３億83百

万円(前年同期比258.3％増)となりました。

 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

セグメント別  売上高  構成比  前年同期比

軽包装材料  6,407百万円  41.3％  1.8％減

産業資材  5,050百万円  32.5％  0.2％増

機能性材料  3,786百万円  24.4％  21.5％増

その他  281百万円  1.8％  18.9％増

合計  15,526百万円  100.0％  4.1％増

 

（軽包装材料）

　食品用包材は食品価格高騰の影響を受けて電子レンジ対応食品用包材「レンジＤｏ！」の受注が減少したこと

や、猛暑の影響を受けて飲料用パウチ包材の受注が減少したことから減収となりました。

　医薬品・医療用包材はジェネリック薬品向けにＰＴＰシート「テクニフィルム」の拡販が進み増収となりまし

た。

　日用品等の包材は収益性改善を目指して、低価格、低採算製品の見直しを行ったことから販売数量が減少し減収

となりました。

　その結果、当中間連結会計期間の売上高は64億７百万円（前年同期比1.8％減）となりました。

 

（産業資材）

　紙・布へのラミネート製品は荷動きの悪さや海外からの安価な布テープ流入の影響を受けた梱包用テープの需要

下落に引きずられ減収となりました。

　剥離紙は新機種のスマートフォン向けにＦＰＣ（フレキシブルプリント基板）用工程紙が採用され好調に推移し

たことから増収となりました。

　その結果、当中間連結会計期間の売上高は50億50百万円（前年同期比0.2％増）となりました。

 

（機能性材料）

　オレフィン系粘着加工品については前期に譲り受けた保護フィルム事業の受注が寄与したことにより増収となり

ました。

　その他の粘着加工品はフォルダブルスマートフォン用途向け保護フィルム等が在庫調整の影響を受けて減収とな

りました。

　その結果、当中間連結会計期間の売上高は37億86百万円（前年同期比21.5％増）となりました。
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　b. 財政状態

（資産）

　総資産は前連結会計年度末と比べて８億59百万円増加いたしました。これは主に電子記録債権が３億66百万円増

加、投資有価証券が14億44百万円増加等の増加要因や、現金及び預金が３億58百万円減少、受取手形が１億29百万

円減少、機械装置及び運搬具（純額）が１億65百万円減少等の減少要因によるものであります。

（負債）

　負債は前連結会計年度末と比べて４億１百万円減少いたしました。これは主に短期借入金が５億10百万円減少、

流動負債その他に含まれる１年内返済予定の長期借入金が２億13百万円減少、長期借入金が１億27百万円減少等の

減少要因や、固定負債その他に含まれる繰延税金負債が４億21百万円増加等の増加要因によるものであります。

（純資産）

　純資産は前連結会計年度末に比べて12億61百万円増加いたしました。これは主に利益剰余金が３億12百万円増

加、その他有価証券評価差額金が９億61百万円増加等の増加要因によるものであります。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前中間純利益や減

価償却費の増加要因がありましたが、有形固定資産の取得による支出、短期借入金の純減少額、長期借入金の返済

による支出等の減少要因に相殺された結果、前連結会計年度末に比べ３億60百万円減少し当中間連結会計期間末に

は59億61百万円（前年同期比6.6％増）となりました。

　当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は９億79百万円（前年同期は使用した資金10億87百万円）となりました。これは主

に税金等調整前中間純利益４億97百万円（前年同期比305.0％増）、減価償却費３億92百万円（前年同期比21.4％

増）、未払消費税等の増加額２億62百万円（前年同期は未払消費税等の減少額１億33百万円）等の増加要因や、売

上債権の増加額１億43百万円（前年同期比83.9％減）等の減少要因によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は３億42百万円（前年同期比84.8％増）となりました。これは主に有形固定資産の

取得による支出３億25百万円（前年同期比174.1％増）等の減少要因によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は９億97百万円（前年同期比167.3％増）となりました。これは主に短期借入金の

純減少額５億10百万円（前年同期は短期借入金の純減少額20百万円）、長期借入金の返済による支出３億40百万円

（前年同期比44.8％増）等の減少要因によるものであります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

(5）研究開発活動

　当中間連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億１百万円であります。

　なお、当中間連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 45,000,000

計 45,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
(2025年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(2025年11月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,320,000 11,320,000
東京証券取引所

スタンダード市場
単元株式数100株

計 11,320,000 11,320,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2025年４月１日～
2025年９月30日

－ 11,320,000 － 2,176,000 － 2,098,559

 

EDINET提出書類

株式会社サンエー化研(E01052)

半期報告書

 5/23



（５）【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

新生紙パルプ商事株式会社 東京都千代田区神田錦町1-8 1,812 18.81

昭和パックス株式会社 東京都新宿区市谷本村町2-12 1,244 12.92

サンエー化研社員持株会 東京都中央区日本橋本町1-7-4 372 3.86

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社
東京都港区赤坂1-8-1 315 3.27

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区晴海1-8-12 300 3.11

株式会社東洋化学 岐阜県関市下之保4927-2 198 2.06

内藤　征吾 東京都中央区 148 1.54

山田　美千代 神奈川県横浜市港南区 121 1.26

藤岡　宣隆 静岡県静岡市葵区 106 1.10

岡本　知久 東京都豊島区 100 1.04

昭友商事株式会社 東京都新宿区市谷本村町2-12 100 1.04

計 － 4,817 50.01

　（注）１．「日本マスタートラスト信託銀行株式会社」の所有する株式はすべて信託業務に係るものであります。

　　　　　なお、それらの内訳は昭和パックス株式会社の退職給付信託300千株及び株式会社巴川コーポレーションの退

職給付信託15千株となっております。

２．「みずほ信託銀行株式会社」の所有する株式はすべて昭和パックス株式会社の退職給付信託に係るものであ

ります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,687,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 9,628,400 96,284 －

単元未満株式 普通株式 4,000 － －

発行済株式総数  11,320,000 － －

総株主の議決権  － 96,284 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数20個が含まれております。

②【自己株式等】

    2025年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

株式会社サンエー化研
東京都中央区

日本橋本町1-7-4
1,687,600 － 1,687,600 14.91

計 － 1,687,600 － 1,687,600 14.91

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について

　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる期中レビューを受けております。
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,380,811 6,022,760

受取手形 435,045 305,483

電子記録債権 4,601,452 4,968,297

売掛金 5,943,806 5,853,114

商品及び製品 1,952,397 1,910,847

仕掛品 1,924,432 1,945,350

原材料及び貯蔵品 1,142,785 1,180,487

その他 196,920 104,759

貸倒引当金 △18,052 △18,337

流動資産合計 22,559,598 22,272,764

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,579,336 2,516,847

機械装置及び運搬具（純額） 1,681,852 1,516,786

土地 2,470,903 2,462,672

その他（純額） 330,713 321,382

有形固定資産合計 7,062,805 6,817,688

無形固定資産   

のれん 719,800 660,833

その他 72,299 62,985

無形固定資産合計 792,099 723,818

投資その他の資産   

投資有価証券 5,601,274 7,046,242

退職給付に係る資産 1,658,935 1,677,425

その他 135,604 131,836

投資その他の資産合計 7,395,814 8,855,505

固定資産合計 15,250,719 16,397,012

資産合計 37,810,318 38,669,776
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,071,582 2,958,838

電子記録債務 3,668,009 3,726,219

短期借入金 4,370,000 3,860,000

未払法人税等 40,641 115,051

契約負債 1,530 4,960

賞与引当金 425,517 449,251

役員賞与引当金 6,650 7,800

その他 1,732,511 1,536,485

流動負債合計 13,316,443 12,658,607

固定負債   

長期借入金 847,500 720,500

役員退職慰労引当金 126,751 10,825

退職給付に係る負債 796,101 774,002

資産除去債務 132,485 132,737

その他 1,572,724 2,093,438

固定負債合計 3,475,562 3,731,503

負債合計 16,792,006 16,390,111

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,176,000 2,176,000

資本剰余金 2,241,506 2,246,635

利益剰余金 13,761,605 14,074,063

自己株式 △786,566 △796,827

株主資本合計 17,392,546 17,699,872

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,343,184 3,304,967

為替換算調整勘定 14,112 8,949

退職給付に係る調整累計額 348,290 333,038

その他の包括利益累計額合計 2,705,587 3,646,956

非支配株主持分 920,179 932,837

純資産合計 21,018,312 22,279,665

負債純資産合計 37,810,318 38,669,776
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 14,915,727 15,526,836

売上原価 13,168,659 13,450,626

売上総利益 1,747,068 2,076,210

販売費及び一般管理費 ※ 1,649,984 ※ 1,690,886

営業利益 97,083 385,323

営業外収益   

受取利息 130 1,010

受取配当金 84,086 79,253

持分法による投資利益 － 20,396

作業くず売却益 14,361 14,728

クレーム収入 1,744 12,598

為替差益 － 2,897

補助金収入 14,347 1,448

その他 12,781 16,967

営業外収益合計 127,452 149,300

営業外費用   

支払利息 16,088 32,044

為替差損 19,310 －

固定資産除却損 22,233 756

その他 10,768 3,915

営業外費用合計 68,400 36,716

経常利益 156,135 497,907

特別損失   

固定資産除却損 33,186 －

特別損失合計 33,186 －

税金等調整前中間純利益 122,949 497,907

法人税、住民税及び事業税 39,034 97,140

法人税等調整額 △19,357 3,891

法人税等合計 19,676 101,032

中間純利益 103,273 396,874

非支配株主に帰属する中間純利益又は非支配株主に

帰属する中間純損失（△）
△3,807 13,219

親会社株主に帰属する中間純利益 107,080 383,654
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【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益 103,273 396,874

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △24,428 961,220

為替換算調整勘定 9,227 △5,162

退職給付に係る調整額 △18,061 △15,251

その他の包括利益合計 △33,262 940,807

中間包括利益 70,010 1,337,682

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 74,907 1,325,024

非支配株主に係る中間包括利益 △4,896 12,657
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 122,949 497,907

減価償却費 323,252 392,474

のれん償却額 － 58,966

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 6,723 △24,237

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △13,030 △115,926

貸倒引当金の増減額（△は減少） 208 284

受取利息及び受取配当金 △84,217 △80,264

支払利息 16,088 32,044

持分法による投資損益（△は益） － △20,396

売上債権の増減額（△は増加） △886,717 △143,161

棚卸資産の増減額（△は増加） 44,040 △17,069

仕入債務の増減額（△は減少） △294,500 △45,918

未払消費税等の増減額（△は減少） △133,598 262,841

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △38,487 △38,333

その他 △98,447 183,601

小計 △1,035,734 942,811

利息及び配当金の受取額 84,217 80,264

利息の支払額 △16,784 △31,955

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △119,114 △11,177

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,087,416 979,943

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △118,619 △325,162

投資有価証券の取得による支出 △27,870 △24,280

その他 △38,825 6,912

投資活動によるキャッシュ・フロー △185,316 △342,529

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △20,000 △510,000

長期借入金の返済による支出 △235,488 △340,988

自己株式の取得による支出 － △38,830

配当金の支払額 △94,761 △86,786

非支配株主への配当金の支払額 △1,568 －

リース債務の返済による支出 △21,348 △20,785

財務活動によるキャッシュ・フロー △373,166 △997,389

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,576 △70

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,639,322 △360,046

現金及び現金同等物の期首残高 7,233,768 6,321,548

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 5,594,446 ※ 5,961,501
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更に関する注記）

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日　至　2025年９月30日)

（持分法適用の範囲の重要な変更）

　当中間連結会計期間より、重要性が増した株式会社ネスコを持分法の適用の範囲に含めております。

 

 

（追加情報）

（譲渡制限付株式としての自己株式処分の払込完了に関して）

　当社は、2025年６月26日開催の取締役会において決議されました、譲渡制限付株式としての自己株式処分に関

し、2025年７月25日及び９月25日に払込手続が完了しました。

 

自己株式処分の概要

（1）払込期日

2025年７月25日（当社の取締役（社外取締役を除く。）、当社の監査役

（社外監査役を含む。）及び当社の執行役員）

2025年９月25日（当社の従業員）

（2）処分する株式の種類及び株式数 当社普通株式 60,500株

（3）処分価額 １株につき　557円

（4）処分価額の総額 33,698千円

（5）割当先

当社の取締役（社外取締役を除く。） ４名 20,000株

当社の監査役（社外監査役を含む。） ３名 2,800株

当社の執行役員 ５名 8,700株

当社の従業員 290名 29,000株

 

（役員退職慰労金制度の廃止）

　当社は、2025年６月26日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度の廃止と打ち切り支給を決議いたし

ました。これに伴い、「役員退職慰労引当金」107,260千円を取り崩し、「長期未払金」として固定負債の「その

他」に含めて表示しております。

 

 

EDINET提出書類

株式会社サンエー化研(E01052)

半期報告書

14/23



（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
　　至 2024年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
　　至 2025年９月30日）

荷造運送費 506,496千円 501,810千円

従業員給料及び賞与 305,588 312,635

賞与引当金繰入額 86,773 96,094

役員賞与引当金繰入額 3,351 3,550

退職給付費用 13,650 12,709

役員退職慰労引当金繰入額 14,388 9,734

研究開発費 188,860 182,516

貸倒引当金繰入額 208 284

 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間
（自 2024年４月１日
至 2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自 2025年４月１日
至 2025年９月30日）

現金及び預金勘定 5,651,949千円 6,022,760千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △57,502 △61,258

現金及び現金同等物 5,594,446 5,961,501
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月26日

定時株主総会
普通株式 94,905 9.0 2024年３月31日 2024年６月27日 利益剰余金

 

(2）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるも

の

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年10月29日

取締役会
普通株式 95,154 9.0 2024年９月30日 2024年12月５日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

配当に関する事項

(1) 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月26日

定時株主総会
普通株式 86,760 9.0 2025年３月31日 2025年６月27日 利益剰余金

 

(2）基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間末後となるも

の

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年10月27日

取締役会
普通株式 86,690 9.0 2025年９月30日 2025年12月５日 利益剰余金

 

 

EDINET提出書類

株式会社サンエー化研(E01052)

半期報告書

16/23



（セグメント情報等）

 

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自2024年４月１日 至2024年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２ 軽包装材料 産業資材 機能性材料 計

売上高 6,521,467 5,041,684 3,115,463 14,678,616 237,111 14,915,727

セグメント利益又は損失

（△）
133,169 △99,594 59,265 92,840 4,243 97,083

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに振り分けるのが困難な商品の仕入売り等であります。

　　　２．セグメント利益又は損失の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自2025年４月１日 至2025年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２ 軽包装材料 産業資材 機能性材料 計

売上高 6,407,221 5,050,956 3,786,779 15,244,957 281,879 15,526,836

セグメント利益 205,193 117,220 14,935 337,348 47,975 385,323

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに振り分けるのが困難な商品の仕入売り等であります。

　　　２．セグメント利益の合計額は、中間連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

 

（単位：千円）
 

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
軽包装材料 産業資材 機能性材料 計

食品用包材 3,346,666 － － 3,346,666 － 3,346,666

医薬品・医療用包材 1,081,244 － － 1,081,244 － 1,081,244

日用品等の包材 2,093,556 － － 2,093,556 － 2,093,556

紙・布へのラミネート製品 － 2,050,530 － 2,050,530 － 2,050,530

剥離紙 － 2,991,154 － 2,991,154 － 2,991,154

オレフィン系粘着加工品 － － 1,423,567 1,423,567 － 1,423,567

その他の粘着加工品 － － 1,691,896 1,691,896 － 1,691,896

その他 － － － － 237,111 237,111

顧客との契約から生じる収益 6,521,467 5,041,684 3,115,463 14,678,616 237,111 14,915,727

外部顧客への売上高 6,521,467 5,041,684 3,115,463 14,678,616 237,111 14,915,727

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに振り分けるのが困難な商品の仕入売り等であります。

 

当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

 

（単位：千円）
 

 

報告セグメント
その他
（注）

合計
軽包装材料 産業資材 機能性材料 計

食品用包材 3,325,377 － － 3,325,377 － 3,325,377

医薬品・医療用包材 1,158,276 － － 1,158,276 － 1,158,276

日用品等の包材 1,923,567 － － 1,923,567 － 1,923,567

紙・布へのラミネート製品 － 2,010,299 － 2,010,299 － 2,010,299

剥離紙 － 3,040,656 － 3,040,656 － 3,040,656

オレフィン系粘着加工品 － － 2,152,948 2,152,948 － 2,152,948

その他の粘着加工品 － － 1,633,830 1,633,830 － 1,633,830

その他 － － － － 281,879 281,879

顧客との契約から生じる収益 6,407,221 5,050,956 3,786,779 15,244,957 281,879 15,526,836

外部顧客への売上高 6,407,221 5,050,956 3,786,779 15,244,957 281,879 15,526,836

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに振り分けるのが困難な商品の仕入売り等であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

　１株当たり中間純利益 10円15銭 40円01銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益（千円） 107,080 383,654

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利

益（千円）
107,080 383,654

普通株式の期中平均株式数（千株） 10,546 9,587

（注）　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【その他】

2025年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額 86,690千円

（ロ）１株当たりの金額 ９円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日 2025年12月５日

（注）2025年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

   2025年11月12日

 

株 式 会 社 サ ン エ ー 化 研  

 取 締 役 会      御 中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

      東 京 事 務 所  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 鈴  木    登 樹 男  

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 歌           健   至  

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サン

エー化研の2025年４月１日から2026年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、

中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社サンエー化研及び連結子会社の2025年９月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社サンエー化研(E01052)

半期報告書

23/23


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１中間連結財務諸表
	（１）中間連結貸借対照表
	（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書
	中間連結損益計算書
	中間連結包括利益計算書

	（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

